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秋季号
No.141

　初代歌川広重門人。初代の画風にならい、
風景画や美人画を多く描く。諸国名所百景の
中で京都東福寺の通天橋を題材とした作品。
東福寺は、恵日山と号する臨済宗東福寺派の
大本山で、渓谷に架けれた３つの橋は、上流
から偃月橋・通天橋・臥雲橋で「東福寺三名
橋」と呼ばれる。

「諸国名所百景　京都東福寺」
作者：二代歌川広重
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厚生労働省の浅沼一成　生活衛生・食品安全審議官に（右）

川崎二郎　衆議院議員（中央）

務台俊介　衆議院議員（左から４人目）

経済産業省の松田達哉　工業用水道計画官に（右）

国土交通省の松原誠　下水道事業課長に（右）

額賀福志郎　衆議院議員（中央）

盛山正仁　衆議院議員（左から２人目）

総務省の沖部望　官房審議官（公営企業担当）に（右）

８月１日、厚生労働省、国土交通省、経済産業省、総務
省および議員会館を訪問し、令和２年度上・工・下水道
関係予算の確保に向けた要望活動を行った。
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函館水道展の概要及びスローガンなどについて審議

海外支援等に対する報告で情報を共有

函館水道展の概要を説明

今後の情報発信活動について議論

第162回広報宣伝委員会 （７月17日）

第83回海外委員会 （７月26日）

函館水道展出展関係者説明会 （７月22日）

第８回技術情報委員会 （７月26日）

各種委員会を開催

カンボジア政府高官と意見交換会（７月26日）JICA研修生歓送会（７月12日）

８カ国８名の研修生が約２カ月にわたる研修を終えたこと
を記念し、７月12日に水団連主催の歓送会を開催

カンボジア工業・手工芸省オウム・ソター長官（中）、イェ
ア・ブンナ水道総局長（左）と交流

『近代水道100選』に選ばれた片田貯水池
（三重県津市） 資料提供：津市水道局

を支えた施設を訪ねて水
シリーズ

（本文20頁）
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日本水道協会令和元年度
全国会議の開催にあたって

　函館市長　　工藤　壽樹

　日本水道協会令和元年度全国会議の開催をお祝い申し上げます。また、今年水道創設
130周年を迎えた函館市で、年に一度の水道界最大の会議を開催できますことは、大変
名誉なことであり、全国の会員の皆様を心から歓迎いたします。
　函館市は、北海道の南端部に位置し、北国としては比較的温暖な気候風土を持ち、自
然豊かで四季折々の移ろいや新鮮な海の幸が楽しめ、往時の面影をとどめる異国情緒あ
ふれる景観が市民の暮らしと融合しているまちです。
　また、横浜、長崎とともに我が国最初の国際貿易港として海外に門戸を開くなど、早
くから国内外の玄関口として栄え、南北海道の中核都市へと発展を遂げてまいりました。
　現在は、陸・海・空の交通の要衝という強みを生かしながら、インバウンドをはじめ
交流人口のさらなる拡大を図るとともに、ＡＩなどの最新技術を生かした地元企業の収
益力の向上や、基幹産業である水産業の基盤強化などに積極的に取り組んでおります。
さらに、見て、歩いて、感じて楽しいまち「ガーデンシティ函館」の推進や函館らしい
魅力あるイベントを体系化、組織化し、年間を通して連続させていく「フェスティバル
タウン」の形成など、まちの魅力を一層高める取り組みを進めております。
　さて、我が国の水道は、ほとんどの国民が直接蛇口から24時間安定して安全な水を飲
むことができる世界に冠たる技術・ノウハウを有しています。一方で、水道事業の置か
れている環境は、人口減少等による料金収入の減少に伴い経営が厳しさを増す中、老朽
化した施設の更新、大規模な地震や豪雨といった自然災害への対策の強化、技術の継承
問題など、乗り越えなければならない課題が山積しています。
　このような中、本会議は全国の水道関係者が一堂に会し、それぞれの分野においての
日頃の研究成果の発表等を通じて、相互の知識と見識を深め合う機会として誠に意義深
いものであり、水道事業の一層の発展に寄与する実り多いものとなりますよう大きな期
待を寄せております。併催される函館水道展におきましても、最新の水道技術に関わる
意欲的な展示が多数されるものと期待しております。
　結びに、全国会議および函館水道展のご成功と、日本水道工業団体連合会のますます
のご発展を心より祈念申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。
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１．はじめに
　2020年７月から世界中が注目する「東京
2020オリンピック・パラリンピック」が首都
圏で開催される。
　前回の東京オリンピック直前の昭和39年
（1964年）夏には、最大給水制限率50％で、
昼間の断水を余儀なくされた。
　現在は、東京都の水源として多摩川に加え、
利根川、荒川の２水系が加わり、更に2020年
には八ッ場ダムが完成する予定である。首都
圏におけるダムの総利水容量は、八ッ場ダム
を含めると、洪水期において当時の約4.5倍の
1,245百万立方メートル、非洪水期において約
5.1倍の1,691百万立方メートルとなっているも
のの、近年においても猛暑や少雨により首都
圏の主要な水源である利根川・荒川水系では
取水制限を伴う渇水が発生しており、東京
2020オリンピック・パラリンピック開催年で
も渇水の発生が懸念されている。

２．昭和39年東京オリンピックの渇水状況
　昭和39年の東京オリンピック開催当時、東
京都の水道は多摩川の小河内ダム（昭和32年
完成）等、主に多摩川に水源を依存していた。
　小河内ダム完成後の水利用状況について
は、施設能力を超えた給水を強いられ、昭和

35年から渇水が連続して発生し、昭和36年10
月から昭和40年３月まで、実に４年連続して
給水制限が実施された。特に、オリンピック
直前の昭和39年夏には、最大給水制限率50％
で昼間の断水を含む厳しい制限が実施された。
　このような状況であったため、利根川と荒
川を結ぶ利根導水路建設事業は昭和39年１月
に着手し、７月には河野国務大臣の主催によ
る関係省庁及び水資源開発公団、都の関係者
による「東京都水不足緊急対策会議」等がも
たれ、通水の早期実現に向けて努力すること
が確認され、東京オリンピック開会約１ヶ月
前の８月25日には利根導水路建設事業の一部
である秋ヶ瀬取水堰と朝霞水路を暫定通水さ
せ、荒川からの取水が開始された。
　また、東京都への緊急的な渇水対策の支援
として、①建設省、埼玉県の協力を得て二瀬
ダム・玉淀ダム等の計画放流の変更、緊急貯
留の実施、②神奈川県、川崎市の協力を得て
分水量を日量23万立方メートルから最大33万
立方メートルに増加、③埼玉県、千葉県の協
力を得て、江戸川等より設備能力の限度に増
加取水、等が実施され、苦しいながらも東京
オリンピックを迎えることができた。

東京2020オリンピック・パラリンピック
渇水対策について

東京2020オリンピック・パラリンピック渇水対策協議会事務局
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東京2020オリンピック・パラリンピック渇水対策について

３． 東京2020オリンピック・パラリンピッ
クに向けた対応

　東京2020オリンピック・パラリンピック期
間中の水の安定供給に万全を期するため、利
根川水系・荒川水系・多摩川水系・相模川水
系に係る限りある水資源のより一層の効果的
かつ計画的な活用を推進することを目的とし
て、国土交通省関東地方整備局、経済産業省
関東経済産業局、農林水産省関東農政局、（独）
水資源機構、東京都、千葉県、埼玉県、神奈
川県、茨城県、群馬県、栃木県で平成30年12
月に東京2020オリンピック・パラリンピック
渇水対策協議会を立上げ、令和元年８月に渇
水対応行動計画を策定した。

　渇水対応行動計画は、フェーズごとに「水
資源の確保対策」と「継続的な供給の確保対
策」を位置づけている。また、フェーズにつ
いては、Ⅰ：大会までに実施・準備する段階、
Ⅱ：水不足が予見される段階、Ⅲ：水不足の
段階、Ⅳ：深刻な水不足の段階、Ⅴ：危機的
な水不足の段階、と設定した。
　水資源の確保対策としては、①洪水期にお
けるダムの弾力的管理による「活用容量」に
貯留した水を利水補給で活用、②現在工事中
の八ッ場ダムの完成による利水容量の活用、
③北千葉導水路、利根川連絡水路等の下流利
水施設の運転日数や導水量の増加による運用
強化、④荒川水利用高度化施設の運用日数増
による運用強化、⑤渡良瀬貯水池における干
し上げ時期の変更、⑥工事制限水位を伴うダ
ム維持修繕工事を東京2020オリンピック・パ
ラリンピック終了後に実施、⑦ダムの用途外
容量の活用に関する要請（矢木沢ダム）、⑧
複数水系からの利水補給（原水連絡管等の活
用）を実施することとしている。

写真－１　東京2020オリンピック・パラリンピック渇
水対策協議会（令和元年８月26日）

図１～２　東京2020オリンピック・パラリンピック渇水対応行動計画（抜粋）
（水資源の確保対策①～②）
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　継続的な供給の確保対策としては、①日本
水道協会と情報共有を図り、断水が発生した
場合は、日本水道協会の相互応援のスキーム

に基づく給水支援を実施、②節水に関する広
報、③噴水等への給水自粛要請等を実施する
こととしている。

図３～８　東京2020オリンピック・パラリンピック渇水対応行動計画（抜粋）
（水資源の確保対策③～⑧）
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東京2020オリンピック・パラリンピック渇水対策について

４．おわりに
　東京2020オリンピック・パラリンピックを
迎える約１年前に、関係者の協力により渇水
対応行動計画を策定し、気象状況、河川流況
等を踏まえ適切に対応していくことになるが、
実施状況を確認しつつ必要に応じて本行動計
画の見直しを行うこととしている。また、適

切にダム等の施設管理を実施するとともに、
テロ対策についても万全を期す必要があると
考えている。
　今後とも、東京2020オリンピック・パラリ
ンピック期間中の水の安定供給に万全を期す
よう関係者と連携して対応してまいりたい。

　参考
記者発表「東京2020オリンピック・パラリンピックに向けた水の安定供給のための渇水対応
行動計画を策定」
http://www.ktr.mlit.go.jp/kisha/river_00000463.html

図９～ 10　東京2020オリンピック・パラリンピック渇水対応行動計画（抜粋）
（継続的な供給の確保対策資源の対策①～③）
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１．下水道展ʼ19横浜の開催結果
　下水道展は、出展者の皆様による日頃の技
術開発の成果や最新の技術・機器などを紹介
するもので、下水道関連ではわが国最大規模
の展示会です。地方公共団体の関係者を対象
に、全国の下水道関連企業・団体等の技術開
発の成果を広く知っていただくとともに、一
般の方にも下水道を知っていただくことをコ
ンセプトに開催しています。

　今回は、令和元年８月６日から４日間、横
浜市・パシフィコ横浜にて開催し、入場者数
46,659人を集め盛況のうちに終了しました。
横浜では４回目の下水道展の開催になり、直
近では平成20年の開催になりますので11年ぶ
りとなります。展示会場は、設計・測量、建
設、管路資器材、下水処理、維持管理、その
他の各ゾーンに分けられ、346団体、1,098小
間が出展しました。

下水道展’19横浜 開催報告

公益社団法人日本下水道協会総務部
広報課長　佐藤　史夫

写真－１　展示会場
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下水道展’19横浜 開催報告

　出展いただいた企業の皆様、国・研究機関
の皆様、パブリックゾーンに出展いただいた
公共団体の皆様、開催地の横浜市の皆様のお
陰で盛会裏に終わることが出来ましたことに
感謝申し上げます。

　ここでは、下水道展の開催概要について報
告させていただきます。
　今回の下水道展では、「自然災害と下水道」
をテーマに特別企画を実施しました。近年多
発する大規模災害における各都市の復旧・復
興の経緯や今後の対策、自治体の取組みを写
真などのパネル、映像、マンホールトイレの
展示などで紹介するコーナー展示や、日本下
水道事業団の金子昭人東北総合事務所長によ
る「仙台市南蒲生浄化センター復旧のあゆみ」
と題する講演を行いました。また、第56回下
水道研究発表会ではパネルディスカッション
を開催しました。
　また、３回目となる学生向けの合同企業説
明会「水ビジネス業界インターンシップ＆
キャリアセミナー」を開催し、学生410名の
参加を得ました。

２．パブリックゾーンと併催企画
（１）�下水道広報プラットホーム（GKP）が地

方公共団体（横浜市、東京都、相模原市、
小平市、川崎市、埼玉県、神奈川県、大
阪市）と「スイスイ下水道研究所」を開
設し、子供達や一般市民に向けて、下水
道の必要性や役割をわかりやすく紹介す
るとともに、子供達には、夏休みの自由
研究のテーマとして下水道を取り上げる
「研究ノート」を配布しました。その他、
ステージでは、みらい研究発表大会、下
水道うんこ漢字ドリルなどのステージを
開催し、江戸家小猫さんや2019ミス日本
「水の天使」の西尾菜々美さんもステー
ジに登場しました。こうした取組みによ

写真－２　下水道展開会式

写真－３　特別企画展示

写真－４　水ビジネス業界インターンシップ＆キャリ
アセミナー
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り、全体で4,744名の来場者を迎えること
ができました。

　　�　また、GKP広報大賞の表彰式を展示
会場で行い、今回、グランプリを受賞し
た岡山市下水道河川局の「『マンホール
から飛び出した桃太郎』LINEスタンプ
の販売」をはじめ各賞受賞者によるプレ
ゼンテーションを行いました。

（２）�併催企画は、今年も国を始めとして各団
体に企画運営していただきました。タイ
トルを紹介すると、①包括的民間委託に
関するシンポジウム、②下水道における
微量物質等への取組～マイクロプラス
チック問題を考える～、③「ストックマ
ネジメントの実践」についてのセミナー、

④下水道経営を考えるシンポジウム’19 ～
下水道を魅力あふれる地域の拠点として
再生～、⑤全国上下水道コンサルタント
協会における防災・減災・安全への取組み、
⑥B-DASHガイドライン説明会、⑦下水
道管路ストックマネジメントの実践（管
路・MHトイレ、MH蓋のJIS改定）、⑧JS
技術報告会、⑨「市民科学シンポジウム
～地域の未来のための協働～」、⑩第５回
アジア水の再利用シンポジウム、⑪「下
水道×謎解き」下水道クエスト、⑫都市
浸水リスクのリアルタイム管理・制御へ
の挑戦、⑬災害時のトイレ・下水道フォー
ラム－集合住宅でのトイレ対策を実践か
ら学ぼう－、⑭地域活性化戦略としての
BISTRO下水道プロジェクト～循環型社
会構築に向けて～など、多種多様な併催
企画を開催し多数の参加者を得ました。

　　�　また、下水道展’19横浜テクニカルツ
アーとして、北部第二水再生センター等
の視察を横浜市環境創造局の協力のもと
に実施しました。

３．�第56回下水道研究発表会と第34回
下水道都道府県セミナー

　令和元年８月６日（火）～８月８日（木）
の３日間、パシフィコ横浜会議センターにお
いて開催し、初日には「オリンピックと下水
道　過去・現在・未来」をテーマにした日本
大学客員教授の前田正博氏の特別講演、「大
規模災害と災害対策」をテーマにしたパネル
ディスカッションを開催しました。研究発表
会では、口頭発表412編（日本語389編、英語
23編）、ポスター発表25編（日本語21編、英

写真－５　パブリックゾーン

写真－６　GKP広報大賞
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語４編）の437編の発表が行われ聴講者2,609
名の参加を得ました。日本語口頭発表部門で
は、アセットマネジメント、海外展開、
BCP、地震・津波対策、集中豪雨対策、バイ
オソリッド利活用、膜処理など７つの課題別
特定セッションと、経営・計画、雨水対策、
環境、地球温暖化、管路建設、ポンプ場処理
場（建設、維持管理）、管路維持管理、水処
理技術、汚泥処理技術、計測・制御など11の
通常セッションで研究成果が発表されまし
た。また、英語口頭発表部門は、資源再利用、
計画と実施事例、サイエンスとテクノロジー
の３セッションで発表が行われました。
　都道府県の若手職員を対象とする都道府県
セミナーでは、８月８日、９日の２日間にわ
たり、52名の参加を得ました。

４．おわりに　
　来年の下水道展は大阪市のインテックス大
阪で令和２年８月18日（火）から21日（金）
に開催されます。大阪では６年ぶりの開催と
なります。来年は東京オリンピック・パラリ
ンピックの関係もあり、お盆明けという出展
企業の皆様には準備等でいろいろご不便をお
かけしますが、主催者として万全を期してス
ムーズな運営となるよう努めてまいります。
　下水道事業には、未普及対策、浸水対策、
合流改善や高度処理など水質改善対策、地震
対策、省エネ・創エネ対策などが求められ、
施設の老朽化、人材確保等が多くの課題と
なっています。これらの課題解決のヒントを
得られる場として、下水道展ではこれからも
豊富なメニューを揃えて皆様の来場をお待ち
しています。
　最後になりますが下水道展では、出展者、
参加者を始め多くの方々のご意見やアイデア
を取り入れ常に新しい下水道展を目指したい
と考えておりますので、今後ともご指導、ご
支援をよろしくお願いします。

写真－９　ポスター発表

写真－７　特別講演

写真－８　パネルディスカッション
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１．横浜市水道局のアフリカ支援のあゆみ
　横浜の水道は、我が国最初の近代水道とし
て明治20年（1887年）に給水を開始しました。
その長い歴史の中で培ってきたノウハウや技術
を活かして、1973年のアフガニスタンへの派遣
に始まり、主にアジアやアフリカ地域の水事情
の改善に貢献してきました。2010年に水道局
100％出資で設立した「横浜ウォーター株式会
社」とも連携しながら、2018年度末までの46年
間で、34か国に428人の職員を派遣し、133か
国4,044人の海外研修員等を受け入れています。
　このうちアフリカ地域においては、1976年
度にケニア国へ職員を派遣してから13か国へ
71名を派遣し、また、1994年度のエジプト国、
ケニア国からの研修受入を手始めに、47か国
から574人を受け入れてきました。
　アフリカとの関係は40余年にわたりますが、特
に、2008年度に開催された第４回アフリカ開発
会議（TICAD Ⅳ）を契機として、以降、上水
道技術者養成研修を継続的に実施するなど、独
立行政法人国際協力機構（JICA）と連携してア
フリカ諸国への支援を積極的に進めています。
　とりわけ近年はマラウイ国との関係が深
く、2013年度の第５回アフリカ開発会議

（TICAD Ⅴ）においてマラウイ国から協力

要請を受け、翌2014年度から同国最大の都市
であるブランタイヤ水公社への職員派遣を開
始しました。2019年６月からは、同国の首都
リロングウェ水公社の無収水（漏水や盗水な
どで収入にならない水）対策プロジェクトに
長期専門家を派遣しています。

２．JICA課題別研修「アフリカ地域都市
上水道技術者養成」コース

　2008年５月、横浜市でTICAD Ⅳが開催さ
れ、同会議で採択された「TICAD Ⅳ横浜行
動計画」の中で、2013年までの５年間に強化
すべき分野の一つとして「水と衛生」分野が
掲げられました。また、同じく採択された「横
浜宣言2013」及び「横浜行動計画2013－2017」
等を踏まえ、JICAは水分野を含むインフラ整
備支援等を推進していくことを表明しました。
　このような背景を踏まえ、TICAD Ⅳのフォ
ローアップとして、JICAとの相互協力によ
り本研修を横浜で立ち上げました。アフリカ
地域において水道施設の計画・建設・維持管
理業務に携わっている水道技術者を対象に、
実用的かつ実践的な水道技術を移転すること
により、同地域における安全で清浄な飲料水
の確保に寄与することを目的としています。

横浜市水道局のアフリカ支援活動

横浜市水道局 事業推進部 
 国際事業課長　山下　朋美
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　2009年１月にアフリカ８か国から研修員13
名を受け入れて以降、毎年実施しており、
2011年度からは横浜ウォーター株式会社と連
携 し て 進 め て い ま す。 な お、2013年 度 は
TICAD Ⅴの横浜開催を記念し、仏語コース
を加えた２コースを実施しました。
　言うまでもなく、水道はアフリカの多くの
国々で重要な都市課題のひとつです。いずれ
の研修員の国における水道事業も様々な問題
を抱えており、技術的な課題はもちろん、水
道事業体が作った水の多くが漏水や盗水など
で収入に結びつかないなど、大きな経営課題
に直面しています。 
　本研修では、参加するアフリカ地域の研修
員が、事前に各自の水道事業の実情に即した
課題を設定し、水道局はその課題の改善に向
けた研修プログラムを実施します。内容とし
ては、浄水処理や水質管理、水圧・水量など
の配水管理、水道計画、施設管理などの技術
面に加え、料金管理や顧客管理、顧客サービス、
経営計画など、水道事業全般にわたる講義や
ディスカッションを行います。参加者は、講義
やディスカッションを通じて自らの課題解決の
ための方策を検討し、そこで得た知識や経験
を自国の水道事業の改善に生かしていきます。
　昨年までに29か国から125人の上水道技術
者が参加しており、今年度は６月下旬から約
１か月間、アフリカ７か国（ウガンダ、エチ
オピア、ケニア、ナイジェリア、ベナン、マ
ラウイ、ルワンダ）から水道事業体等の職員
８人を受け入れました。
　研修受入の機会を捉えた様々な取組も行っ
ています。今年度は、同時期に横浜で開催し

た「第11回水道技術国際シンポジウム」展示
会（出展41団体、来場者約3,500人）において、

「JICAアフリカセミナー」として４人の研修
員が各国の水事情を情報発信するとともに、
研修員による出展企業ブースツアーを行い日
本の最先端技術を紹介しました。また、研修
プログラムの一環として横浜市内企業をはじ
めとする「横浜水ビジネス協議会」会員企業
の技術紹介やビジネスマッチングを行うな
ど、アフリカ水事情の改善とともに新たなイ
ノベーション創出の可能性を探求しています。

３．マラウイ国ブランタイヤ水公社への
職員派遣

　2013年のTICAD Ⅴにおいて、当時マラウ
イ国の大統領であったジョイス・バンダ氏が
林文子横浜市長と対談する中で、マラウイ国
の上水道整備について協力を要請されました。
　これを受けて、水道局では職員派遣の実施
可能性について調査を行い、翌2014年度から
毎年、JICAの青年海外協力隊／シニアボラ
ンティア制度を活用し、同国のブランタイヤ
水公社 （BWB）にこれまでに５回、計17人
の職員を派遣しています。 
　当初は2014年度～ 2016年度の３年間の覚

図－１
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書に基づき、９名の職員を１か月程度派遣し、
漏水管理や料金徴収の改善等に関する協力を
行ってきました。その後、BWBから派遣の
継続に対する強い要望を受け、2017年度から
新たな３年間の覚書を締結し、2018年度まで
の２か年で８名の職員を派遣しました。
　具体的な成果の例としては、ブランタイヤ
市内のモデル地区を定め、無収水の測定や削
減の手法を指導し、無収水率を69.3%から
35.8%まで削減するに至りました。また、同地
区で顧客満足度調査を実施し、BWBの給水
サービスに関わる課題を抽出し、ワークショッ
プを開催するなどのほか、施工監理マニュア
ルや料金管理マニュアルなどの整備、出前水
道教室の実施手法の指導などを進めています。
　同事業は、職員派遣による技術指導に留ま
らず、更なる成果の広がりを見せています。
今年６月に、水道局所有の給水車２台をBWB
に寄贈しました。これは、同事業の効果を最
大化するために水道局内に組織した「サポー
トチーム」の提案により実現したものです。
　BWBの水源から市内までは800メートルの
高低差があり、市内への給水には大量のポン
プアップを必要とするため、一度停電が発生
すると長時間断水となります。断水は日常的

に発生しており、これまでの派遣活動中も何
度も断水がありました。この課題をサポート
チームで共有し、頻繁に起こる断水への対応
策を検討する中で、更新時期を迎える給水車
の寄贈というアイデアが出てきました。日本
からマラウイ国までの国外輸送にあたって
は、輸出の手続きと費用負担が課題でしたが、
これも職員の発案により、BWBと関係が深
く、トラック輸送のノウハウがある民間企業
の協力を得て、BWBに給水車を２台寄贈で
きることになりました。
　今回寄贈する給水車を活用し、BWBが断
水中のお客様に運搬給水を行うことで、お客
様の信頼回復やサービスの向上が期待されま
す。覚書の最終年度を迎えた今年度もしっか
りと成果を生み出し、BWBの持続的な経営
に寄与できるよう、サポートチームと一体と
なって取り組みを進めていきます。

４．マラウイ国リロングウェ市無収水対
策能力強化プロジェクト 

　先述のBWBにおけるこれまでの取組等を
JICAに高く評価いただき、同国の首都リロ
ングウェ水公社（LWB）へのプロジェクト

写真－２　寄贈する給水車

写真－１　出前水道教室の様子
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へと発展しました。リロングウェ市は人口増
加に伴う水需要増が著しく、LWBの生産水
量を大きく上回っており、加えて、給配水管
の施工不良や老朽化による漏水の増加も水需
要をさらに逼迫させています。また、メーター
の誤検針や違法接続等の課題も多く、無収水
率は2015年において36％に及んでいる状況で
す。このような水道事情の改善を目的として、
４年間（2019年６月～ 2023年６月）の本プ
ロジェクトが開始されました。
　本プロジェクトの目標は「LWBの無収水
対策能力強化」であり、その達成のため、①
無収水対策の計画策定能力の強化、②パイ
ロット地区における無収水対策の実施能力の
強化、③プロジェクト活動で得られた知見の
共有・発信能力の強化、を図るという３つの
活動が柱となっています。
　プロジェクトの総括である長期専門家を横浜
市水道局が派遣し、横浜水ビジネス協議会員
である株式会社協和コンサルタンツと横浜
ウォーター株式会社と連携して、チーム横浜で、
マラウイ水事業の改善に取り組んでいきます。
　本事業に限らず、プロジェクトの実施主体
は現地の水道事業体であり、JICA専門家（日
本側）はその活動を支援する立場にあります。
本プロジェクトにおいても、JICA専門家の
支援により一時的に無収水率を下げるのでは
なく、プロジェクト終了後もLWB自らの能
力で無収水率を下げる活動を継続することが
必要です。そのため、LWBの意識・意欲が
プロジェクトの成否のカギを握るわけです
が、派遣専門家からは、LWBのモチベーショ
ンは非常に高いと聞いています。現在、総裁

としてリーダーシップを執るアルフォンソ・
チクニ氏は、先述したJICAアフリカ研修員
受入事業の第一回研修員として2009年に来浜
していたこともあり、円滑なプロジェクト活
動の推進力となっています。
　LWBは、マラウイ水道事業協会（WASAMA）
を通じて国内でも他の水公社に対して指導的
立場にあるほか、ルワンダやケニアの水道事
業体と独自に連携を行い、相互に知見を学び
合うワークショップを開催するなどの取組を
進めており、本プロジェクトの成果のマラウ
イ国内への横展開、ひいてはアフリカ国内へ
の波及も期待できます。

５．今後の展望
　横浜市では、2008年のTICAD Ⅳ及び2013
年のTICAD Ⅴの横浜開催を契機に、「アフリ
カに一番近い都市」として、アフリカとの交流・
協力を重ねてきました。今年の８月には横浜で
第７回アフリカ開発会議（TICAD ７）を開催
し、「アフリカに躍進を！　ひと、技術、イノベー
ションで。」をテーマに、持続可能な開発のた
めの2030アジェンダ（SDG s）も念頭にアフリ
カ諸課題について議論する場となりました。
　横浜市はSDGｓの達成に向けて先駆的に取
り組む自治体として、「SDG s 未来都市」に選
定されています。SDG s の目標６には「すべて
の人々に水と衛生へのアクセスと持続可能な管
理を確保する」と掲げられており、アフリカは
重点地域の一つです。水道局としてもその理
念を踏まえ、機動力のある横浜ウォーター株式
会社と連携しながら、アフリカを含む国際貢献
の取組を一層推進していきたいと考えています。
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管路更生大学の目的
　日本大学生産工学部土木工学科（以下、土
木工学科）では、産学連携による実践力を備
えた学生の育成を教育目標のひとつにあげて
います。一方で、下水道界は建設からメンテ
ナンスの時代にシフトしておりメンテナンス
がわかる技術者の需要が高まっています。し
かしメンテナンスの需要に対する大学側の対
応は緒に就いたばかりです。そこで、土木工
学科では、下水道管路メンテナンスの実務に
精通した一般社団法人�日本管路更生工法品
質確保協会（以下、品確協）および東京都下
水道サービス株式会社（以下、TGS）と、連
携して管路メンテナンスの講義を2017年度よ
り実施しています。
　本講義の実施によって土木工学科では、今
後、土木業界で必要になるインフラのメンテ
ナンスに関して学生が専門的で生きた知識・
経験を学べることによる教育水準の向上が期
待できます。また、品確協とTGSは、管路メ
ンテナンスが今後の都市経営にどのように役
立つかを次世代を担う土木技術者に効率的に
アピールすることができ、ひいては人材の確
保につながることが期待されます。

経緯
　管路更生大学は、本学の前田正博客員教授
が長年温めてきた構想で、土木工学科と品確
協およびTGSが趣旨に賛同し協力して実現
する運びとなりました。３者は、この協力関
係を一時的なものでなく継続的にかつ確実に
実行するために2017年５月25日に協力協定を
締結しました。土木工学科の出席者は、土木
工学科主任　伊藤義也教授（当時）、森田弘
昭教授、佐藤克己准教授、品確協は、前田正
博会長（当時）、岩田洋運営委員長、TGSは、
小川健一社長（当時）、岩佐行利技術部長（当
時）です。
　本協定の正式名称は次のとおりです。
「日本大学�生産工学部土木工学科と一般社団
法人�日本管路更生工法品質確保協会及び東
京都下水道サービス株式会社との間における

本格的なインフラメンテナンス時代に
向けた「管路更生大学」

日本大学生産工学部土木工学科 
 教授　森田　弘昭

協力協定の調印式
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本格的なインフラメンテナンス時代に向けた「管路更生大学」

連携・協力の推進に関する協定書」
　この協定に基づき管路更生大学は、17年度
は、６月から７月、18年度は10月に５回にわ
たって実施されました。19年度は、10月から
11月にかけて同規模で実施予定です。

講義内容
　管路更生大学は、３年生対象の水環境浄化
システムと水環境浄化システム（S）という
講義のなかで実施しています。本講義は、下
水道全般を教える講義で全15回ですが、後半
の５回が管路更生大学になっています。
　前半の第１回から第10回までは、私が基礎
的な下水道の講義と試験Ⅰを行っています。
第11回から第15回までが管路更生大学です。
第11回が「管渠の維持管理の必要性」、第12
回が「調査診断」、第13回が「管路更生工法」
の座学です。第14回が屋外で実施する更生工
法のデモ施工です。このデモ施工は、生産工
学部の全教職員と学生にも開放しています。
第15回は、管路更生に関する試験Ⅱです。
　17年度に、全体のカリキュラムの変更があ
り17年度と18年度の講義の実施時期が異なり
ましたが、内容と講師陣は変更ありません。

第11回：管渠の維持管理の必要性：矢部利幸
先生（下水道メンテナンス協同組合：技術部長）
＊平成27年に下水道法が改正され、維持管理
修繕基準が創設されて従来の発生対応型か
ら計画的維持管理型に大きく変化
＊点検・調査は過去のデータから地域と時期
の優先順位を決定
＊点検は、過去のデータから河川への吐口、

道路陥没が多い桝・取付け管口および飲食
店付近を重点的に実施
＊それらの調査結果から補修・改築・再構築
に分けている
＊手法としては開削等による布設替えと非開
削の管路更生がある
＊適正な維持管理のためには以下の４項目が
必要
①過酷な作業環境をロボット等の技術開発
により解消
②共同受注、複数年契約による企業の経営
環境の改善
③人材の確保・育成
④地域住民の理解を得られる体制づくり
　これらの内容を通じて下水道管路の現状を
学生に理解させ危機意識をもってもらうと同
時に維持管理の重要性を認識して貰うことを
重点として写真や動画を多用して講義を行っ
て頂きました。

第12回：調査・診断：田村正明先生（TGS：
土木技術課長）
＊下水道施設の老朽化により、道路陥没などの
事故が増加したため敷設された管渠につい
てもその状況を把握するために調査が必要

矢部利幸先生の講義
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＊管渠の大きさや管内の条件（流量、酸素濃
度等）に合わせた調査技術が進化
＊一方で、調査結果のデータ解析に時間を要
することや技術者の熟練度による判定のば
らつき等が懸念され自動判定システムによ
り判定を補助する技術も導入されている
＊こうして得られた調査結果は、経済性や緊
急性から清掃、補修（部分的な修繕）、改
良（スパン全体の更新）などに判定され、
各々の対策を行うPDCAが機能してきた
＊東京都では、こうした取り組みにより膨大
な調査結果のデータが蓄積され管渠を単な
るスパンではなく処理区全体で資産管理す
ることが可能となった
＊具体的には、調査結果に基づく補修改良工
事の実績等を基にライフサイクルコストを
算定し、年平均費用が最小となる経済的耐
用年数を求め長期的な処理区ごとの更新計
画を定める等、再構築計画に活用している
　こうした大きな流れを感じて貰うことを重
点に講義を行って頂いた。更に、調査・診断
以外にも都の技術開発の動向や広報の取り組
み等の夢のある話、渋谷川の歴史、社会に出
た後に自分を守るための事故事例を紹介して
頂きました。

第13回：管路更生工法：佐藤敏明先生（品確
協：理事）
＊下水道管渠だけでなく水道管やガス管等が
それぞれの原因によっていわゆる「経年劣化」
による障害が発生しその対策として修理、布
設替え、管内清掃、補修等が行われてきた
＊その後、管路更生工法が開発され一般化し
てきたことを時系列的で分野毎に説明
＊標準化した管路更生工法はどのように使わ
れ、それに伴って出てきた諸要求に工法開
発者はどのような技術的な対応しているの
か、更に現在開発中の新技術について説明
＊管路更生工法は、時代の要求に合わせて開
発されたものであり、この技術を進化させ
ることは社会の要求に合致しているもので
あること
＊現在の技術が完成形ではなく今後も継続し
た開発が必要であることを説明
　最後に、ご自身の経験である海外への技術
供与や現地での教育訓練などにも触れ技術開
発の面白さを紹介して頂きました。

第14回：デモ施工
　場所は大学構内で、2017年度は、シームレ
スシステム工法、SPR工法、FRP光硬化取付田村正明先生の講義

佐藤敏明先生の講義
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管ライニング工法の３工法、2018年度は、こ
の３工法に3Sセグメント工法を加えた４工
法のデモ施工を行って頂きました。
第15回：試験Ⅱ
　第11回から第13回の教室での講義から問題
を作成し試験Ⅱを行いました。試験Ⅱの講義
全体のなかの配点は30％です。

学生の反応
　管路更生大学に対する学生の反応ですが、
私が担当している下水道基礎の試験成績と管
路更生大学の試験成績を比較すると、明らか
に管路更生大学の方が良い結果になっていま
す。また、受講時の学生の集中度が違うよう
に思います。これは、私自身の反省材料では
ありますが、やはり教科書の講義よりも経験
者の話の方が面白いし実物の見学の方が分か
り易いのだろうと思います。18年度の講義を
受けた学生の感想をいくつかご紹介します。

Ａ君：�実物の機械が見られて良かったです。

でも講義は難しかった。
Ｂ君：�講義は情報が豊富で下水道管路の維持

管理全般を理解することが出来まし
た。全体的に質の高い講義だったです。
デモ施工は各工法の材料や機械を直接
触れることが出来たことでより理解し
やすかったです。

Ｃさん：�紙媒体やスライドでは分かり難かっ
た工法も実物を見てよく分かりまし
た。３力（構造力学、水理学、土質
力学）以外にも材料や化学の知識が
必要と感じました。

Ｄさん：�トンネルに興味があります。一般の
トンネルでは、シールド工法か山岳
工法しかありませんが下水道にはた
くさんの工法があることが分かりま
した。チューブを裏返す工法のアイ
デアは驚きました。日常にヒントが
隠れていると思いました。

今後の展望
　大学は、研究と学生の育成が本務ですが、
近年はこれらに加えて社会貢献や地域貢献が
求められています。このような社会の要請を
受けて管路更生大学も19年度より本学の位置
している千葉県の下水道関係職員に参加を呼
び掛けています。また、他大学の教員の参加
も受け入れています。
　今後は、下水道管渠のメンテナンスに興味
を持った学生が継続的に学習し易いように分
かり易い教科書を準備するとともに、より専
門的な講義も準備したいと考えています。

正門のデモ施工の案内看板

デモ施工

デモ施工会場の全景

お手伝いの環境研大学院生
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水団連　第141号 シリーズ　水を支えた施設を訪ねて

上水道布設の胎動

　大正初期の津市は、文化都市の第１要件で
ある飲料水については、下水溝が不完全であっ
ため、ほとんどの地域では雨水ばかりか汚水も
地中に浸透し、井戸にたまったような水を水源
としていた。このことから市内の84パーセント
は飲用不適の上、水量も不十分なところが多く、
これが悪病流行の媒介をなし、また下水の不
完全さがそれを助長するという状態であった。
　市の伝染病は年々流行の後を絶たず、その
予防と治療には毎年多大の費用が投じられた
が、大部分が飲料水として不適な状態であっ

たため、市民は長年にわたり常に悪病流行の
脅威を受け、不安の極みであった。人口の増
加に伴いさらに悪化の傾向さえもあったの
で、飲料水の質と量の適正化を図ることは重
要な課題の一つであった。
　その後、上水道整備のため長年にわたり調
査検討を行った結果、一級河川長野川を水源
とする津市上水道の設計を完了し、大正12年
２月に上水道の創設に係る上水道布設の認可
申請を行い、大正14年３月に内務大臣から布
設認可が得られた。
　大正15年４月から創設工事に着手し昭和５
年３月の工事完成まで４年間に総事業費、当
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片田浄水系施設

時の金額で約345万円を投じ昭和４年８月に
一部給水開始となった。当時の市予算総額は
年90万円前後であったことから、いかに大事
業であったかが想像される。
　創設工事では、計画給水人口60,000人、一
日最大給水量6,660立方メートルの片田浄水
場を建設するものとし、大正15年に取水口か
ら浄水場までの一連の工事に着手した。

創設事業を今も伝える

　取水口は、当時市外の旧美里村（現津市）に、
鈴鹿山脈の経ケ峰と笠取山との分水嶺から端
を発し、渓谷を縫って流れる雲出川の支流、
一級河川長野川の表流水を取り入れるため引
入口を設け、幅1.67メートル、高さ2.06メー
トルの石材にコンクリートを巻きたてた小判
形をした導水隧道トンネル約2,038メートル
を建設し、昭和４年に完成している。
　片田取水口から送られた原水を当時194日
分貯留できる片田貯水池を、えん堤長131.6
メートル、上幅8.4メートル、高さ26.6メート
ル、有効水深15.15メートル、有効貯水量約
129万立方メートルの土えん堤（アースダム）

で建設し、昭和４年に完成している。また、
片田貯水池は、土えん堤（アースダム）の高
いダムの一つに数えられ、ダム工学の分野で
は高く評価されたため、昭和60年度に「近代
水道100選」に選ばれた。
　片田貯水池に貯留された原水を片田浄水場
へ送水するため、幅1.51メートル、高さ1.97
メートルの鉄筋コンクリート造りの小判形を
した導水隧道トンネル約1,634メートルを建
設し、昭和４年に完成している。
　片田浄水場は、着水井や３池同時に使用す
れば、60,000人に対する水量をろ過すること
ができる緩速ろ過池を４池と配水池等を建設
し、昭和５年に完成している。
　現在の片田浄水場は、緩速ろ過池８池と急
速ろ過池を運用し、１日36,000立方メートル
の施設能力にて津市配水量の約18パーセント
を賄っている。
　いずれの施設も一部更新しているものの創
設の姿を残しており、90年を経た現在でも現
役で稼働している状況である。

� （津市水道局執筆）

写真ー３ 片田貯水池堤体

写真ー４ 片田浄水場（緩速ろ過池）

写真ー２ 片田取水口

片田浄水場取水口は、美里町足坂地内にあり、雲出川水系長
野川の表流水を取水しています。
ここから取水した原水は、片田貯水池へ入り、そこから浄水
場へ送水されます。
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エッセイ  l  暮らしの中からみた水環境　

祭 り と 水

見城 美枝子 氏 プロフィール
東京放送（現TBS）退社後、フリーとなり、海外取材を含め56ヵ国訪問。
執筆、講演、テレビ等でエッセイスト、ジャーナリストとしても活躍する
ほか、（公財）リバーフロント研究所理事をはじめ、東京都水道事業経営問題
研究会委員、（公財）給水工事技術振興財団評議員などを務める。

第３回

　私は祭りが好きだ。余談だが、まだ私が生まれて１
歳の頃、母が私を負ぶって郷里群馬の八木節大会を見
に行っての帰り、家路につくとむずがり、なだめても
だめ。当時の八木節大会はラップのライブステージの
ような盛り上がり。もしやと思って母が祭りも終わっ
て提灯の灯も消えた会場へ戻り、「お祭りは終わった
のよ」と話聞かせたら赤ちゃんながら納得したのだそ
うだ。太鼓と笛と鐘の音、心が騒がずにいられない。
　青森大学は1971年（昭和46年）から今年で40回目の
ねぶた出陣となる。
　新入生を迎えたころ
から大学のキャンパス
には放課後ともなると
ねぶた囃子が聞こえて
くる。太鼓、笛、鐘の
練習が始まるのだ。ね
ぶたの歴史は古く、一
説によると1842年（天
保13年）の頃といわれ
ているが、ねぶたの大
きさも変遷があり、高

　江戸三大祭りのひとつ、深川八幡祭りは水掛祭りと
して有名で、深川生まれの従兄弟が住んでいるので一
度出かけたことがある。水がかかっても大丈夫な格好
をしてきて、と言われコットンのロングワンピースに素
足のサンダル履きで出かけた。わっしょい、わっしょ
い、神輿が来ると本当にバケツやひしゃくで思いっき
り水をかける。夏も盛りの暑い日だったので、かける
方もかけられる方も結構気合いが入って楽しかった。
　そのとき頭に浮かんだのは私が子供の頃に流行った
美空ひばりの「お祭りマンボ」「私のとなりのおじさ
んは神田の生まれで、ちゃきちゃき江戸っ子、お祭り
騒ぎが大好きで」の歌詞。「景気をつけろ、塩まいて
おくれ、わっしょい、わっしょい、～」
　水もまけば塩もまく。お浄めなのだが、水と一緒に
塩も摂る。理にかなっている。酒も振る舞われたこと
だろう。お酒を飲んだら水も飲む。水は祭りになくて
はならない必須アイテムだ。
　青森大学に勤めて24年、青森の祭りと言えば「ねぶ
た」。教授に就任以来、毎年、このねぶたに駆けつ
け、腰巻き、浴衣、たすき掛けの、ねぶた正装で参加
している。

だーいすき」に育っ
ている。
　青森ねぶたの圧
巻は最終日の夜、
海へねぶたが出る
こと。クルーズ船
飛鳥も観光客を乗
せ静かに停泊する
中、夜の真っ暗な
海から「ラッセー
ラー」のかけ声。
太鼓、笛、鐘のお
囃子が聞こえてくる。国指定重要無形民俗文化財のね
ぶたは日本の火まつりでもある。受賞したねぶたが
煌々と燃えるごとく６台登場、陸奥湾の中を二周して
海へ帰っていく。お盆、ねぶたの海送り。そして青森
の夏は終わる。
　かつて正装にはブリキの浅いコップというか持ち手
をつけた小さなひしゃく「ががしこ」を下げた。ねぶ
たの列には水を入れた大樽がリアカーで引かれてい
て、喉が渇くとその「ががしこ」で青森の美味しい水
をいっぱい。ずいぶん以前のねぶたは一種の無礼講
で、沿道から酒がふるまわれ、「ががしこ」でグイと
引っかけては跳ねる。相当やんちゃな面もあったそう
だ。私が参加始めた頃はががしこを首から下げ、使っ
ていたが今はひしゃくでゴクリと一杯。
　ねぶたの連の先頭を、青森大学のたすきをかけ提灯
を右に左にラッセーラー、ラッセーラーと振りなが
ら、歩き続けて２時間。夏の夜も更けるとお囃子がピー
という笛の音とともに哀調を帯びた送り囃子に変わ
る。沿道の人たちの拍手に送られ、ねぶたは青森の海
辺に並ぶねぶた小屋へと帰る。
　祭りが終わるといよいよ秋。来年の夏に向けてねぶ
たも一瞬の休日。山も里も紅葉に染まる。

さ20mくらいのを100人くらいで担いだ時代もあった
という。現代に入り市中に電線が張り巡らされたこと
から高さ制限ができ、現在は巾９ｍ、奥行き７ｍ、高さ
５ｍとなっている。その大型ねぶたが今年は22台連
なった。
　跳人のかけ声は「ラッセーラー、ラッセーラー、ラッ
セーラッセーラッセーラー」出陣ねぶたといわれ、勢
いがある。ちなみに弘前の扇型をしたねぷたは凱旋ね
ぷたといわれ、かけ声は「やーやーどう」。戦って勝
利した、どうだ。もう一つ、必ず私が出かけるのが五
所川原の立佞武多（たちねぶた）。高さが23m、重さ
19トンの津軽の強情っぱりの意地と気概の塊のような
ねぶたが「やってまーれ、やってまーれー」のかけ声
と大太鼓、笛、鐘のお囃子にのって五所川原の町を回
る。こちらは「やってしまえ」の戦闘態勢。津軽の酒
に「じょっぱり」というのがあるが、強情っ張りが語
源だそうだ。派手なことが大好きで言った事への後悔
とそれを打ち消すために強情を張る、津軽人の立佞武
多は必見。
　昨年、孫１歳半でこのねぶた祭に連れて行った。今
年で２度目だが、この２歳半が「青森は？」と聞くと
「ラッセーラー、ラッセーラー」「弘前？」「やーやー
どー」「五所川原？」「やってまーれー、やってまー
れー」すでにお囃子、かけ声の違いを覚え、「ねぶた

見 城  美 枝 子

青森大学副学長
エッセイスト ジャーナリスト

跳人の学生たちと先陣を切る筆者

青森大学ねぶた祭正装の筆者
「船の草摺引」北村隆 作
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エッセイ  l  暮らしの中からみた水環境　

祭 り と 水

見城 美枝子 氏 プロフィール
東京放送（現TBS）退社後、フリーとなり、海外取材を含め56ヵ国訪問。
執筆、講演、テレビ等でエッセイスト、ジャーナリストとしても活躍する
ほか、（公財）リバーフロント研究所理事をはじめ、東京都水道事業経営問題
研究会委員、（公財）給水工事技術振興財団評議員などを務める。

第３回

　私は祭りが好きだ。余談だが、まだ私が生まれて１
歳の頃、母が私を負ぶって郷里群馬の八木節大会を見
に行っての帰り、家路につくとむずがり、なだめても
だめ。当時の八木節大会はラップのライブステージの
ような盛り上がり。もしやと思って母が祭りも終わっ
て提灯の灯も消えた会場へ戻り、「お祭りは終わった
のよ」と話聞かせたら赤ちゃんながら納得したのだそ
うだ。太鼓と笛と鐘の音、心が騒がずにいられない。
　青森大学は1971年（昭和46年）から今年で40回目の
ねぶた出陣となる。
　新入生を迎えたころ
から大学のキャンパス
には放課後ともなると
ねぶた囃子が聞こえて
くる。太鼓、笛、鐘の
練習が始まるのだ。ね
ぶたの歴史は古く、一
説によると1842年（天
保13年）の頃といわれ
ているが、ねぶたの大
きさも変遷があり、高

　江戸三大祭りのひとつ、深川八幡祭りは水掛祭りと
して有名で、深川生まれの従兄弟が住んでいるので一
度出かけたことがある。水がかかっても大丈夫な格好
をしてきて、と言われコットンのロングワンピースに素
足のサンダル履きで出かけた。わっしょい、わっしょ
い、神輿が来ると本当にバケツやひしゃくで思いっき
り水をかける。夏も盛りの暑い日だったので、かける
方もかけられる方も結構気合いが入って楽しかった。
　そのとき頭に浮かんだのは私が子供の頃に流行った
美空ひばりの「お祭りマンボ」「私のとなりのおじさ
んは神田の生まれで、ちゃきちゃき江戸っ子、お祭り
騒ぎが大好きで」の歌詞。「景気をつけろ、塩まいて
おくれ、わっしょい、わっしょい、～」
　水もまけば塩もまく。お浄めなのだが、水と一緒に
塩も摂る。理にかなっている。酒も振る舞われたこと
だろう。お酒を飲んだら水も飲む。水は祭りになくて
はならない必須アイテムだ。
　青森大学に勤めて24年、青森の祭りと言えば「ねぶ
た」。教授に就任以来、毎年、このねぶたに駆けつ
け、腰巻き、浴衣、たすき掛けの、ねぶた正装で参加
している。

だーいすき」に育っ
ている。
　青森ねぶたの圧
巻は最終日の夜、
海へねぶたが出る
こと。クルーズ船
飛鳥も観光客を乗
せ静かに停泊する
中、夜の真っ暗な
海から「ラッセー
ラー」のかけ声。
太鼓、笛、鐘のお
囃子が聞こえてくる。国指定重要無形民俗文化財のね
ぶたは日本の火まつりでもある。受賞したねぶたが
煌々と燃えるごとく６台登場、陸奥湾の中を二周して
海へ帰っていく。お盆、ねぶたの海送り。そして青森
の夏は終わる。
　かつて正装にはブリキの浅いコップというか持ち手
をつけた小さなひしゃく「ががしこ」を下げた。ねぶ
たの列には水を入れた大樽がリアカーで引かれてい
て、喉が渇くとその「ががしこ」で青森の美味しい水
をいっぱい。ずいぶん以前のねぶたは一種の無礼講
で、沿道から酒がふるまわれ、「ががしこ」でグイと
引っかけては跳ねる。相当やんちゃな面もあったそう
だ。私が参加始めた頃はががしこを首から下げ、使っ
ていたが今はひしゃくでゴクリと一杯。
　ねぶたの連の先頭を、青森大学のたすきをかけ提灯
を右に左にラッセーラー、ラッセーラーと振りなが
ら、歩き続けて２時間。夏の夜も更けるとお囃子がピー
という笛の音とともに哀調を帯びた送り囃子に変わ
る。沿道の人たちの拍手に送られ、ねぶたは青森の海
辺に並ぶねぶた小屋へと帰る。
　祭りが終わるといよいよ秋。来年の夏に向けてねぶ
たも一瞬の休日。山も里も紅葉に染まる。

さ20mくらいのを100人くらいで担いだ時代もあった
という。現代に入り市中に電線が張り巡らされたこと
から高さ制限ができ、現在は巾９ｍ、奥行き７ｍ、高さ
５ｍとなっている。その大型ねぶたが今年は22台連
なった。
　跳人のかけ声は「ラッセーラー、ラッセーラー、ラッ
セーラッセーラッセーラー」出陣ねぶたといわれ、勢
いがある。ちなみに弘前の扇型をしたねぷたは凱旋ね
ぷたといわれ、かけ声は「やーやーどう」。戦って勝
利した、どうだ。もう一つ、必ず私が出かけるのが五
所川原の立佞武多（たちねぶた）。高さが23m、重さ
19トンの津軽の強情っぱりの意地と気概の塊のような
ねぶたが「やってまーれ、やってまーれー」のかけ声
と大太鼓、笛、鐘のお囃子にのって五所川原の町を回
る。こちらは「やってしまえ」の戦闘態勢。津軽の酒
に「じょっぱり」というのがあるが、強情っ張りが語
源だそうだ。派手なことが大好きで言った事への後悔
とそれを打ち消すために強情を張る、津軽人の立佞武
多は必見。
　昨年、孫１歳半でこのねぶた祭に連れて行った。今
年で２度目だが、この２歳半が「青森は？」と聞くと
「ラッセーラー、ラッセーラー」「弘前？」「やーやー
どー」「五所川原？」「やってまーれー、やってまー
れー」すでにお囃子、かけ声の違いを覚え、「ねぶた

見 城  美 枝 子

青森大学副学長
エッセイスト ジャーナリスト

跳人の学生たちと先陣を切る筆者

青森大学ねぶた祭正装の筆者
「船の草摺引」北村隆 作
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　木津川市は、京都府南端に位置し、南は奈良
市に接する、豊かな歴史や自然環境に恵まれ、
まちの中央を一級河川「木津川」が流れて里山
や田園風景が広がる山紫水明の地で、古くから
人々の暮らしと「水との関わり」が深いまちです。
　その一方で関西文化学術研究都市（以下「学
研都市」）の中核都市として、大規模開発により
毎年700人程度の人口増が続く日本でも数少な
い市で、平成19年には３町合併（木津町、加茂町、
山城町）により「木津川市」が誕生し、まちのシ
ンボル「木津川」が新市名となっており、これか
らも「水との関わり」が深いまちとなっています。

　当初、学研都市の整備においては、ライフラ
インとしての水道施設以外にこの区域を象徴す
る先進的な景観デザインも求められ、平成11
年に完成したのが「木津南配水池」です。高さ
47.1ｍ、最大幅40ｍで、特産品であるタケノ
コを表現したランドマークタワーです。保安警
備面から敷地内は立入禁止であるため、施設公
開以外の活用も進められず、さらに庭園の樹木

市の概要

経過

等もあり、毎年の維持管理費が水道事業の大き
な負担となっていました。

　そこで新たな財源確保として、木津川市初で水
道事業によるネーミングライツ導入を決定しまし
た。特徴としては、命名権以外にその施設に係る
事業提案権（企業が費用負担/市と協議が整えば
共催実施）も含んだものとし、平成26年に募集。
隣接地に立地されていた「タツタ電線株式会社」
にパートナー企業として応募いただき、翌年１月
から命名権料年100万円（税別）・３年契約（現在
更新済）で、配水池では日本初の試みとして『タ
ツタタワー 木津川市』の取組みがスタートしました。
　また、パートナー企業とは、本市の水道事業を

新たな取組み

第３回　木津川市水道「日本初（配水池）のネーミングライツ」の取組み
京都府木津川市上下水道部

▶ネーミングライツとは？
公共施設の命名権を売り買いする仕組み。自治体は財源
確保、企業は施設の名称にブランド名などを付けられる
ため、認知拡大や企業イメージの向上などが期待できる。

ネーミングライツ
上下水道BRANDPublic

Facility

「タツタタワー 木津川市」タケノコを表現した配水池。
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はじめ、まちづくりや教育分野等も含めた「パー
トナーシップ協定」も同時に締結しており、社会
貢献として大きく協力いただいている状況です。

①水道料金等以外で長期的な財源確保（様々な
収入確保の検討）　
②新たな方法による水道事業の啓発（ニュース
やＳＮＳ等を通じての情報発信・拡散）
③企業負担によるイベントやコラボ事業の実施
（ライトアップ・ウォークラリー・市内小学
生の社会見学等）

①名称変更による混乱（公開施設ではないため
混乱は特になし）
②特徴的な施設でないと企業側に興味を持って
いただけない（投資効果の有無）
③他の施設にもネーミングライツ導入を求めら
れる（他の施設にも波及）

　当初「給水車」のネーミングライツ（愛称の
命名権）も同時募集しましたが、応募はなかっ
た状況でした。反省点としては、次の要件を考
えています。
①給水車は巡回バスのように周回コースや定期
的な運行がないこと。
②命名権以外に目玉として設定した「車両ラッ

水道ネーミングライツのメリット

水道ネーミングライツのデメリット

同時募集で応募がなかった事例

ピング代」が別に必要であったこと。
③断水や災害など市民のみなさんが困っている
ときに活動すること。

　取組みの注意点は「その施設にアピールポイ
ント（強み）はあるか？」・「誰もがその施設の
存在を知っているか？」・「募集価格は適正なの
か？」・「近隣にライバルはないか？」が初期判
断のキーワードであったと考えます。また、本
市の場合、集客施設ではありませんでしたが、
「特徴的なデザインの施設であったこと・企業
立地区域であったこと・社会貢献を検討する企
業があったこと」がパートナー企業決定の大き
な要因であったと考えます。

　当初からパートナー企業とは良好な信頼関係
を築けており、「この市でネーミングライツを
して良かった・長期契約をしたい」と思ってい
ただけるように、今後も協力体制の継続に努め
たいと考えています。
　また、創意工夫や新しいアイデアにより、学
研都市という地の利も活かして、ネーミングラ
イツ第二弾を現在検討中です。今後ともパート
ナー企業とチカラをあわせて、お互いを高め合
う相乗効果となるように、さらにこの取組みを
通じて安心安全の水道ＰＲやまちの魅力発信も
あわせて行っていきたいと考えています。

成功のためのキーワード・要因

今後

BRAND木津川市

「大仏鉄道を表現した施設銘板」
昔、この場所を通っていた幻の鉄道「大仏鉄道」をモチーフ
とした銘板。
大仏鉄道をめぐるハイキングコースの目印として、また歴史を
示す看板として、スポンサー企業提案により設置。

展望室までつづく回廊

ライトアップ風景

□木津川市の概要
　人口：77,940人（８月末現在）　面積：85.13㎢
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水団連　第141号 ビバ！マイカンパニー

前澤工業株式会社　管理本部総務部　
　田中　寛之

ビバ
！

マイカンパニー
第11回
「前澤工業の社会・
地域貢献活動」

　当社は、国及び地方公共団体の上・下水道
および農業用水・河川関係の各種処理施設並
びにこれらに関連した単体機器および装置の設
計・製作・据付を一貫して行っている上下水道
用機器・水処理装置専業メーカーです。当社の
社会・地域貢献活動を紹介させていただきます。

「彩の国ロードサポート制度」に登録

　「彩の国ロードサポート制度」は、埼玉県
管理道路（歩道部分）において、ボランティ
アで清掃美化活動を行う住民団体等を募集
し、住民と行政が協力して、快適で美しい道
路環境づくりを推進するとともに、道路愛護
意識の向上を図る取組みです。
　当社は、平成27年４月から「彩の国ロード
サポート制度」に登録し、本社近隣の清掃活
動を行っています。

公益財団法人前澤育英財団を支援

　当社が“水”に係る分野の社会資本整備に携
わる企業であることから、社会に対する報恩
の一端として、昭和52年に創業40周年を迎え
たことを記念し、同年２月に財団法人前澤育
英財団を設立いたしました。創立者の故前澤
慶治個人とそのご遺族の方々、そして、マエ
ザワグループ各社（前澤工業・前澤化成工業・
前澤給装工業）およびその関係者の方々から
の寄付や支援により運営され、大学生に対し
奨学金を給付しています。さらに、単に奨学
金を給付するだけではなく、年に１回「育流本社前の歩道を清掃中

時には不思議な
ゴミまで

彩の国ロードサポート制度の清掃活動を終えて
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第11回「前澤工業の社会・地域貢献活動」

会」という交流会を開催し、奨学生同士の交
流・親睦を図っています。現在まで採用した
奨学生の延べ人数は500余名となり、450余名
を社会に送り出しています。

「水のマエザワ」東南アジア 
留学奨学金

①�2019年度「埼玉発世界行き」冠奨学金へ
の協力に対し感謝状をいただきました

　当社は、海外へ挑戦する若者を応援するこ
とを目的とした2019年度「埼玉発世界行き」
冠奨学金制度に協力しています。
　５月８日（水）に埼玉県と（公財）埼玉県国
際交流協会が主催する「埼玉発世界行き」冠
奨学金感謝状贈呈式が埼玉県知事公館で行わ
れ、当社代表取締役社長 松原正が出席しました。

②�『「水のマエザワ」東南アジア留学奨学金』
奨学生が海外へ出発しました

　８月２日（金）、埼玉県と（公財）埼玉県
国際交流協会による『埼玉発世界へ！壮行会・

「埼玉発世界行き」奨学生同窓会』が埼玉県
県民健康センターにて開催され、2019年度奨

学生は上田清司埼玉県知事（当時）より埼玉
県と世界の国々との懸け橋となる「埼玉親善
大使」を委嘱されました。当社からは専務取
締役（当時）三田志津雄が出席し、当社が支
援することになった奨学生の山本沙季さんを
激励しました。
　当社は、これからも埼玉県のグローバル人
材育成の取り組みに協力し水問題の解決等、
東南アジアの発展に資する学習や研究に取り
組む学生を応援していきます。

防災協定

　埼玉県のほか全国の地方自治体（35自治体）、
地方公営企業（１企業団）及び一般社団法人（１
法人）と災害時における調査・復旧工事や資
材供給等の防災協定を結んでいます。

ボランティア清掃活動

　各営業拠点においてもボランティア清掃活
動に参加しており、宮城県、仙台市、市原市、
静岡市、名古屋市、広島市、那覇市での実績
が有ります。

感謝状を手にする松原社長

センターで微笑む奨学生の山本沙季さん
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水団連　第141号 上・下・工業用水道事業
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道
施
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整
備
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補
助
金
…
簡
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水
道
や
ダ
ム
等
の
施
設
の
整
備
事
業
に
対
す
る
財
政
支
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非
公
共
：
生
活
基
盤
施
設
耐
震
化
等
交
付
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…
水
道
施
設
の
耐
震
化
や
水
道
事
業
の
広
域
化
に
資
す
る
施
設
整
備
事
業
に
対
す
る
財
政
支
援

※
交
付
金
の
創
設（
平
成
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年
度
）以
前
は
当
初
予
算
、
補
正
予
算
と
も
に
水
道
施
設
整
備
費
補
助
金
で
対
応

水道事業 令和2年度概算要求
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令和２年度概算要求案

計画的・集中的な浸水対策や国が自ら行う実証事業等を実施する予算を計上。
・ 下水道防災事業費補助 ：大規模な再度災害防止対策、河川事業と一体的に実施する事業への

支援、官民連携して地域の浸水対策を進めるための民間事業者への
直接支援等(*)

・ 下水道事業費補助　　 ：民間活力を活用し、下水道資源の利用等を推進するため民間事業者
への直接支援等を行う事業や日本下水道事業団による代行事業

・ 下水道事業調査費　　 ：国が自ら行う技術実証事業等

　地方公共団体が行う社会資本整備について、基幹的な事業や関連する社会資本整備、
効果を促進する事業等を一体的に支援する経費として計上。
　また、防災・安全交付金により、「防災・安全」に対して重点的な支援を実施。下水道事業に
おいては、主に①地震対策、②浸水対策、③老朽化対策、④合流改善対策を支援。

（単位：百万円）

社会資本整備総合交付金、防災・安全交付金

下水道防災事業費補助、下水道事業費補助、下水道事業調査費等

区分
令和2年度要求額 令和元年度予算額 対前年度

倍率
（国費）国費 国費うち「新しい日本のための

優先課題推進枠」

社会資本総合整備 2,264,834 580,243 1,876,961 1.21

うち社会資本整備総合交付金 1,003,691 253,034 836,374 1.20

うち防災・安全交付金 1,261,143 327,209 1,040,587 1.21

下水道に関する令和２年度概算要求の規模・内訳下水道に関する令和２年度概算要求の規模・内訳

（単位：百万円）

※下水道事業に係る費用は、この内数。
※本表には、臨時・特別の措置を含まず、その扱いについては、予算編成過程で検討する。

*令和元年度予算より、計画的・集中的な浸水対策を支援する新たな個別補助事業を創設。
○下水道床上浸水対策事業 ： 大規模な再度災害防止対策を支援
○事業間連携下水道事業　 ： 河川事業と一体的に実施する事業を支援

引き続き、計画的・集中的な支援を行う観点から、個別補助事業についても拡充

区分

令和2年度要求額 令和元年度予算額
対前年度

倍率
（国費）事業費 国費 事業費 国費うち「新しい日本のための

優先課題推進枠」

下水道防災事業費補助 26,656 13,328 3,765 20,815 10,408 1.28

下水道事業費補助 2,662 1,463 400 2,088 1,219 1.20

下水道事業調査費等 3,985 3,985 529 3,985 3,985 1.00

合計 33,303 18,776 4,694 26,888 15,611 1.20

※四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある。

下水道事業 令和2年度概算要求

［資料：国土交通省下水道部］
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水団連　第141号 上・下・工業用水道事業

工業用水道事業関係予算概算要求の概要

令 和 元　年 ９ 月 ２ 日
経済産業省地域産業基盤整備課

　工業用水道は、産業活動に必要な基盤的なインフラのひとつであり、その豊富、
低廉かつ安定的な供給を確保することが、地域の振興、地域経済の活性化に寄与
します。また、過剰な地下水取水による地盤沈下を防止するため、地下水の代替
水源として、国土保全の観点からもその整備を図る必要があります。
　経済産業省では、従来から工業用水道の整備を推進してきているところであり、
令和２年度の概算要求額は以下のとおりとしました。

（単位：千円）

項　　目 令和元年度
予　算　額

令和２年度
概算要求額

工業用水道事業費
［経済産業省　計上分］

2,985,000
（※１）

2,446,000
（※２）

水資源開発事業費
［国土交通省　計上分］ 178,000 168,000

総　計 3,163,000 2,614,000

（※１）うち臨時・特別の措置１，０００，０００千円を含む。
（※２）臨時・特別の措置として国土強靱化関連予算を別途事項要求。

　上記の他、令和２年度概算要求において、工業用水道事業におけるPPP/PFI促進
事業として１．０億円（継続）を計上。

工業用水道事業 令和2年度概算要求

［資料：経済産業省地域産業基盤整備課］
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JICA上水道研修生歓送会の開催

　JICA（独立行政法人国際協力機構）第52回上
水道施設技術総合（A）コースは、今年もアジア・
アフリカの発展途上国の研修生を対象におよそ
２ヶ月にわたる研修を終え、７月12日の閉講式を
もって修了しました。
　この間、水団連はこの研修にあたっている日本
水道協会の研修の一環として行われる工場の視
察、見学について水団連会員の協力を得ました。
　研修生はこの他、水道行政、浄水処理、水道施
設など全国各地の水道事業体を歴訪し、講義、研
修を受けました。
　今回は８カ国８名が来日されましたが、修了に
際し水団連は７月12日午後６時からグランドヒル
市ヶ谷において関係者約50名出席のもとに歓送会
を開催しました。

カンボジア政府高官と意見交換会を開催

�　厚生労働省やJICA等へ訪問のため来日してい
たカンボジア王国工業・手工芸省のオウム・ソター
長官及びイェア・ブンナ水道総局長らカンボジア
政府高官に対し、水団連は７月26日に海外委員会
委員との意見交換会を開催しました。
　冒頭で挨拶に立った宮﨑正信専務理事は「事業
体と我々産業界らで協力し、カンボジアでのビジ
ネス展開を図っていきたい」、ソター長官も「今
回の来日は水道分野における日本との協力関係を
強化するため。政府間以外に民間企業からも積極
的な投資を」などと応じ、なごやかな雰囲気の中
で両国参加者の交流を深めました。

各種要望活動を実施

　８月１日、各省庁の概算要求時に照準をあわせ、

水団連では、令和２年度各種水道事業予算の確保
に関する要望活動を実施しました。
　当日は、串田守可、福田一美、角川政信、水谷
重夫、鈴木仁、野村喜一、岡野邦彦、松原正、中
村靖各副会長及び宮﨑正信専務理事を中心に、総
勢30名に及ぶ要望団を編成し、関係国会議員、厚
生労働省、国土交通省、総務省、経済産業省並び
に財務省に対し、それぞれ上下水道並びに工業用
水道の各事業量の確保の他、昨年成立した改正水
道法の施策実施に向けた要望活動を行いました。

「子ども霞が関見学デー」に協賛

　「子ども霞が関見学デー」は、各府省庁が連携し、
子どもたちに業務説明や省内見学などを行うこと
により、親子のふれあいを深め、子どもたちが夏
休みに広く社会を知る体験活動の機会とするとと
もに、各府省等の業務に対する理解を深めてもら
うことを目的として毎年実施しており、今年は８
月７・８日の両日に開催されました。
　水団連では、厚生労働省内に設置した水道課
ブースへの来場者用の記念品について協賛を行い
ました。

会議等開催状況

第１回水道の基盤強化支援ワーキンググループ　�
� 1.6.27
　１　�水道の基盤強化支援ワーキンググループの

発足
　２　役割
　３　リーダー、サブリーダーの決定
　４　検討対象
　５　活動内容と今後の整理
　６　スケジュール

■ 水 ■ 団 ■ 連 ■ だ ■ よ ■ り ■
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正副会長会社窓口担当者会議　1.7.8
　１　予算要望活動
　２　常設委員会の活動

第162回広報宣伝委員会　1.7.17
　１　函館水道展開催概要
　２　水道展の新スローガン
　３　来場記念品
　４　函館水道展PR活動等
　５　来場者数の把握

第８回技術情報委員会　1.7.26
　１　技術情報委員会の役割確認
　２　現在のホームページの内容
　３　ホームページの活用検討
　４　今後の検討の留意点

第83回海外委員会　1.7.26
　１　�カンボジア・東南アジア諸国に対するJICA

の上下水道分野支援（JICA）
　２　インドネシアへの期待（国際厚生事業団）
　３　�環境省JCM基金を活かした事例（メタウォー

ター）

第２回水道の基盤強化支援ワーキンググループ　�
� 1.8.27
　１　サブワーキングからの報告および質疑
　２　サブWG1の内容検討
　３　サブWG2の内容検討

第145回機関誌編集小委員会　1.8.28
　秋季号（141号）編集方針

第84回海外委員会　1.9.3
　１　ISO/TC224コペンハーゲン総会参加報告
　２　中間報告と今後の進め方

第209回資格審査委員会　1.9.10
　入会案件（１社）

第41回需給調査委員会　1.9.25
　１　�令和元年度全国水道事業体の事業計画集計

結果
　２　「水道事業計画と資材需要調査」の配布

講演会等

函館水道展出展者説明会　1.7.22

会員の現在数

　団体会員　 33
　会社会員　210 
　合　　計　243

入　会（１社）

クリモトパイプエンジニアリング株式会社
　所 在 地　�大阪市住之江区泉２丁目１番64号　

栗本鐵工所 加賀屋工場内
　代 表 者　代表取締役社長　原田　新 氏
　ホームページ　�https://www01.kurimoto.co.jp/�

pipe-engineering
　業務内容　�上下水道・工業用水道及び農業用水

他における管路設計・施工・管理、
管路の維持管理、資機材のリース・
販売

　入会月日　令和元年10月１日

入　会（会員名変更１社）

株式会社 クボタ建設
　旧会社名　株式会社 クボタ工建
　変更月日　令和元年10月１日
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編 集 後 記

機関誌  水　団　連

　このたびの台風15号および台風19号により甚
大な被害を受けられました皆様に心よりお見舞
い申し上げますとともに、皆様の一日も早い復旧・
復興をお祈り申し上げます。
　また、被災地にて復旧・支援活動を行われて
いる関係各所の皆様におかれましても、くれぐ
れもご自愛いただきたく存じます。
　これらの台風は電力供給の停止や、広範囲で
の記録的な大雨をもたらし、河川の決壊や氾濫
を招き、市民生活を大混乱に陥らせるばかりか、
都市機能そのものを停滞させました。これらの
広域的な災害リスクに対し、上下水道事業とし
て、いかにリスクを回避・低減させることができ
るのか、そのためにも水道の基盤強化が水道界
の喫緊の課題です。水団連では11月６～８日に、
函館アリーナで「基盤強化で構築する水道事業
の確かな未来」をキャッチフレーズに水道展を
開催予定です。記念品のティファニーもご用意
しています。多くの関係者の来場をお待ちして
います。

　さて、今号の巻頭言では、令和初の水道全国
会議・研究発表会・水道展の開催地である函館
市の工藤市長に、函館の魅力と全国会議・水道
展に寄せる期待をご執筆いただきました。トピッ
クスでは、東京2020オリンピック・パラリンピッ
クに対して、期間中の水の安定供給に万全を期
すための対策や、下水道展’19横浜の開催報告な
どを掲載しています。また、情報ファイルでは、
横浜市のアフリカ支援の取り組み。日本大学の
「管路更生大学」など持続可能な上下水道事業の
構築に向けた「育成」にスポットを当てて掲載し
ています。
　その他好評のシリーズとして「水を支えた施
設を訪ねて」では三重県津市の片田浄水系施設
を取り上げ、「上下水道ネーミングライツ」では、
木津川市水道の日本初配水池のネーミングライ
ツを取り上げるなど、幅広い話題で誌面を構成
しています。ご一読よろしくお願いいたします。

（専務理事　宮﨑　正信）
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委員長 藤 原　昌 明
 （JFEエンジニアリング㈱）
委　員 天 野　 幹 大
 （㈱ＮＪＳ）
　〃　 井 出　　 淳
 （㈱荏原製作所）
　〃 與 語　雅 彦
 （㈱クボタ）
　〃　 畔 柳　英 司
 （水道機工㈱）
　〃　 舘 　　隆 広
 （㈱日立製作所）
　〃　 竹 中　史 朗
 （日之出水道機器㈱）
　〃　 田 中　寛 之
 （前澤工業㈱）
　〃　 江 原　伸 行
 （㈱森田鉄工所）
　〃　 磯 部　光 徳
 （㈱日本水道新聞社）

（敬称略）
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団体会員
アルミニウム合金製屋根工法協会
SDF技術協会
塩化ビニル管・継手協会
給水システム協会
水道バルブ工業会
水道用鉄蓋工業会
スワエール協会
全国管工事業協同組合連合会
全国コンクリート水槽防食協会
（一社）全国さく井協会
（公社）全国上下水道コンサルタント協会
（一社）全国水道管内カメラ調査協会
全国ヒューム管協会
全国漏水調査協会
ダクタイル鉄管用ゴム輪協会
ナルコート工業会
日本インシチュフォーム協会
（一社）日本空調衛生工事業協会
日本グラウンドマンホール工業会
（一社）日本下水道施設管理業協会
日本サブテラシステム協会
（一社）日本水中ロボット調査清掃協会
（一社）日本水道運営管理協会
日本水道鋼管協会
日本ダクタイル異形管工業会
（一社）日本ダクタイル鉄管協会
（一社）日本銅センター
日本パイプリバース協会
日本ポリエチレンパイプシステム協会
日本レジン製品協会
配水用ポリエチレンパイプシステム協会
パルテム技術協会
ろ材再資源化促進協会

会社会員
愛知時計電機㈱
アウマジャパン㈱
㈱青木メタル
昱㈱
旭興産㈱
朝日鋳工㈱
アズビル㈱
アズビル金門㈱
阿南電機㈱
㈱安部日鋼工業
アルテック㈱
アンリツネットワークス㈱
㈱石垣
石垣メンテナンス㈱
㈱磯村
岩崎電気㈱
ヴェオリア・ジェネッツ㈱
㈱ウオーターアンドライフ社
㈱ウォーターエージェンシー
㈱ウォーターテック
㈱エコ・プラン
㈱ＮＪＳ
NTTテレコン㈱
荏原実業㈱
荏原商事㈱
㈱荏原製作所

㈱大阪防水建設社
大崎データテック㈱
岡田産業㈱
㈱オクダソカベ
㈱オーヤラックス
オリジナル設計㈱
オルガノ㈱
柏原計器工業㈱
川﨑機工㈱
㈱川西水道機器
環境電子㈱
管清工業㈱
㈱管総研
岸和田ステンレス㈱
㈱北川鉄工所
㈱キッツ
九州鋳鉄管㈱
㈱協振技建
共立機巧㈱
協立電機㈱
協和工業㈱
㈱キョーワ
クシダ工業㈱
㈱グッドマン
㈱クボタ
クボタ環境サービス㈱
㈱クボタケミックス
㈱クボタ建設
㈱クボタパイプテック
㈱栗田機械製作所
栗本商事㈱
㈱栗本鐵工所
クリモトパイプエンジニアリング㈱
㈱クレハ環境
㈱クロダイト
㈱光明製作所
㈱興和工業所
興和ゴム工業㈱
国際航業㈱
コスモ工機㈱
小林クリエイト㈱
小松電機産業㈱
サンエス護謨工業㈱
三機工業㈱
三協工業㈱
三幸工業㈱
㈱三水コンサルタント
JFEアドバンテック㈱
JFEエンジニアリング㈱
㈱品川鐵工場
島津システムソリューションズ㈱
清水工業㈱
㈱清水合金製作所
㈱清水鐵工所
㈱ジャパンウォーター
㈱昭和螺旋管製作所
シンク・エンジニアリング㈱
㈱神鋼環境ソリューション
神鋼環境メンテナンス㈱
新日本設計㈱
シンフォニアテクノロジー㈱
㈱水機テクノス

㈱水研
水道機工㈱
水道マッピングシステム㈱
水ｉｎｇ㈱
寿美工業㈱
角田鉄工㈱
住友重機械エンバイロメント㈱
㈱正興電機製作所
西部電機㈱
積水化学工業㈱
セントラル科学㈱
第一環境㈱
第一高周波工業㈱
㈱第一テクノ
太三機工㈱
大成機工㈱
㈱ダイフレックス
㈱ダイモン
㈱大勇フリーズ
タキロンエンジニアリング㈱
㈱多久製作所
㈱宅配
㈱竹村製作所
㈱タブチ
㈱中央設計技術研究所
千代田工業㈱
月島機械㈱
月島テクノメンテサービス㈱
鶴巻工業㈱
㈱ティーム
㈱DK-Pｏｗｅｒ
㈱テクノフレックス
㈱デック
㈱電業社機械製作所
東亜グラウト工業㈱
東亜ディーケーケー㈱
東海鋼管㈱
東京ガスエンジニアリングソリューションズ㈱
東京水道サービス㈱
㈱東京設計事務所
東京都市開発㈱
東芝インフラシステムズ㈱
東洋計器㈱
東洋濾水機㈱
㈱遠山鐵工所
㈱トーケミ
㈱トシマ
㈱トミス
㈱ナガオカ
長島鋳物㈱
中日本建設コンサルタント㈱
㈱ニイミ
㈱西原環境
日軽金アクト㈱
㈱日さく
㈱日水コン
日鋳商事㈱
日鉄パイプライン&エンジニアリング㈱
㈱日邦バルブ
日本ヴィクトリック㈱
㈱日本ウォーターテックス
日本エンヂニヤ㈱

日本ギア工業㈱
日本原料㈱
日本ジッコウ㈱
日本水機調査㈱
日本水工設計㈱
㈱日本水道設計社
日本鋳鉄管㈱
日本ニューロン㈱
日本ハイコン㈱
日本フローセル㈱
日本濾研㈱
ノダック㈱
パシフィックコンサルタンツ㈱
橋本総業㈱
幡豆工業㈱
㈱光合金製作所
㈱日立インダストリアルプロダクツ
㈱日立製作所
日立造船㈱
㈱日立ハイテクソリューションズ
日之出水道機器㈱
㈱PUC
福山商事㈱
冨士機材㈱
フジ地中情報㈱
フジテコム㈱
㈱フソウ
冨洋設計㈱
兵神装備㈱
㈱ベルテクノ
㈱堀場アドバンスドテクノ
前澤化成工業㈱
前澤給装工業㈱
前澤工業㈱
松尾機器産業㈱
三井金属エンジニアリング㈱
三井住友建設㈱
三菱ケミカルアクア・ソリューションズ㈱
三菱電機㈱
三菱電機プラントエンジニアリング㈱
六菱ゴム㈱
㈱村瀬鉄工所
明協電機㈱
㈱明興テクノス
㈱明電舎
明和工業㈱
㈱明和製作所
メタウォーター㈱
㈱森田鉄工所
森松工業㈱
八洲電機㈱
安田㈱
ヤマトガワ㈱
横河ソリューションサービス㈱
横手産業㈱
ヨネ㈱
リオン㈱
理水化学㈱
ロトルクジャパン㈱
ワセダ技研㈱

技術･製品情報のご希望は水団連会員へ

一般社団法人 日本水道工業団体連合会　http://www.suidanren.or.jp
東京都千代田区九段南4-8-9　日本水道会館内（〒102-0074）

TEL 03-3264-1654　　office@suidanren.or.jp
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株式会社　安部日鋼工業・・・・・・・・・・・・・・・・・55
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水道マッピングシステム株式会社・ ・・・・・・・・51

住友重機械エンバイロメント株式会社・・・・・・56

大成機工株式会社・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・39

株式会社　多久製作所・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・45

株式会社　タブチ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・41

株式会社　デック・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・43

東海鋼管株式会社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・49

株式会社　東京設計事務所・・・・・・・・・・・・・・44

東京都市開発株式会社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50

株式会社　遠山鐵工所・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・51

株式会社　西原環境・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・47

株式会社　日さく・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40

株式会社　日水コン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・45

株式会社　日邦バルブ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44

日本水工設計株式会社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・52

日本ハイコン株式会社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・48

日之出水道機器株式会社・・・・・・・・・・・・・・・・・53

株式会社　ベルテクノ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・46

前澤給装工業株式会社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・57

前澤工業株式会社・・・・・・・・・・・・・・・・・・表３対向

株式会社　明電舎・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・52

森松工業株式会社・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・48
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名古屋市中区錦3-5-27 　　　　  錦中央ビル4F
TEL 052-857-9011　FAX 052-857-9012

水道事業営業部

4646



170×120 ㎜
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【登録・認証資格】
◆プライバシーマーク登録事業者
◆ISO 9001認証
◆ISO／IEC 27001認証

5151
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新宿区下落合2丁目3番18号
TEL（03）5906-5621㈹

水道インフラを守り続ける水道インフラを守り続ける

北海道斜里町／来運配水池
躯体寸法：D=30.3ｍ、He=4.0ｍ
　　　　　エアードーム工法
有効容量：Ve=2,800㎥

北海道江差町／ダム系高区配水池
躯体寸法： D=20.2ｍ、He=7.0ｍ
有効容量：Ve=2,000㎥

代表取締役社長　井手口　哲朗

点検業務の作業効率化
維持管理コストの低減効率化

ICTによる維持管理のサポート

災害に耐える強靭なタンク

２０１９年ANNIVERSARY YEAR
－おかげさまで創立70周年を迎えました－

ゴーグルのようなウェアラブル端末を介して
実構造物の表面上に調査記録を重ね合わせ
現状と過去の対比を現場で可視化します。
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一般社団法人 日本水道工業団体連合会　（Federation of Japan Water Industries Inc.）
〒１０２-００７４　東京都千代田区九段南四丁目８番９号　日本水道会館３階
電話（0 3）3 2 6 4 - 1 6 5 4　FAX（0 3）3 2 3 9 - 6 3 6 9

http://www.suidanren.or.jp
e-mail office@suidanren.or.jp
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